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蔵の国司、馬場大門とけやき並木、大國魂神社、オグリキャプと東京
競馬場。街路樹と散策路があちこちにある街。1300 年前の律令国家
誕生のときにつくられたのが国府です。国府は宿場としても発展しま

す。南側には多摩川が流れ漁業でも栄えます。その中心となったのが文字通り
「府中」です。 
 
先日、府中市囲碁連盟が催し
ている女性会員のリーグ戦に
お邪魔してきました。内容は
女性 10 人による総当たりリ
ーグ戦です。２週間につき１
回、２ヶ月４回で１大会終了
という具合です。女性会員は
平均して初級とのことですが、
皆さんなかなかどうしての腕
前と拝見しました。私も２局
お相手させていただきました
が、筋の良い手を打つ方も見
受けられました。 
 
お世話役は同囲碁連盟会長の
笹田俊輔氏です。対局が済む
と大盤を使い定石、形、手筋
などを手解きします。「どうし
ても石を取りたくなる」、「石を取られるのがいやなので逃げ回る」、「分かっち
ゃいるけど止められない」など何処かで聞いたような台詞が飛び出して皆さん
大笑いです。笹田氏は、多摩地区市町対抗囲碁団体戦事務局長もされて、多摩
の囲碁の普及に尽力され多忙な毎日と伺っております。（八碁連会長 成田 滋） 
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